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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鏡筒本体に対して光軸方向に移動可能な可動レンズ保持部材と、前記鏡筒本体に取り付
けられ、前記可動レンズ保持部材を光軸方向に移動ガイドするガイド部材と、このガイド
部材に嵌合して光軸直交方向について位置決めされるとともに、前記鏡筒本体と光軸方向
において係合する係合部を有する固定レンズ保持部材とを備えたレンズ鏡筒において、
　前記係合部を、少なくとも前記固定レンズ保持部材における周方向３箇所に設けたこと
を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記少なくとも３箇所の係合部は、
　前記固定レンズ保持部材の前記鏡筒本体に対する光軸方向の位置決めを行う第１の係合
部と、
　この第１の係合部を中心とした前記固定レンズ保持部材の光軸方向への倒れ移動を阻止
する第２の係合部と、
　これら第１および第２の係合部を中心とした前記固定レンズ保持部材の光軸方向への倒
れを阻止する第３の係合部とを含むことを特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記第２の係合部は、前記第１の係合部に対して光路を挟んだ反対側の位置に設けられ
、
　前記第３の係合部は、前記第１および第２の係合部を結んだ光軸直交方向線に直交する
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線上の位置に設けられていることを特徴とする請求項２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　光軸を挟んだ２箇所にそれぞれ前記ガイド部材が配置され、前記固定レンズ保持部材が
一方のガイド部材に嵌合して光軸直交方向について位置決めされるとともに、他方のガイ
ド部材に係合して前記一方のガイド部材を中心とする回転を阻止されており、
　前記第１の係合部が前記固定レンズ保持部材における前記一方のガイド部材との嵌合部
分の近傍に設けられ、前記第２の係合部が前記固定レンズ保持部材における前記他方のガ
イド部材との係合部分の近傍に設けられていることを特徴とする請求項２又は３に記載の
レンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記固定レンズ保持部材の光軸方向両側に前記可動レンズ保持部材が配置されており、
　これら可動レンズ保持部材のうち一方の可動レンズ保持部材が、前記一方のガイド部材
によって移動ガイドされる、前記固定レンズ保持部材側に延出形成されたスリーブ嵌合部
を有するとともに、前記他方のガイド部材によって前記一方のガイド部材を中心とする回
転が阻止され、
　他方の可動レンズ保持部材が、前記他方のガイド部材によって移動ガイドされる、前記
固定レンズ保持部材側に延出形成されたスリーブ嵌合部を有するとともに、前記一方のガ
イド部材によって前記他方のガイド部材を中心とする回転が阻止されることを特徴とする
請求項４に記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記少なくとも３つの係合部は、前記固定レンズ保持部材における光軸直交方向への延
出部分として形成されていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１つに記載のレ
ンズ鏡筒。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１つに記載のレンズ鏡筒を備えたことを特徴とする光学機器
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ビデオカメラ等の光学機器に用いられるレンズ鏡筒に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ビデオカメラ用のズームレンズとしては、例えば被写体側から順に固定の凸、可動の凹、
固定の凸、可動の凸の４つのレンズ群から構成されるものがある。
【０００３】
図１１（Ａ），（Ｂ）には、一般的な４群レンズ構成のズームレンズの鏡筒構造を示して
いる。なお、（Ｂ）は（Ａ）におけるＡ－Ａ線断面を示している。
【０００４】
このズームレンズを構成する４つのレンズ群２０１ａ～２０１ｄは、固定された前玉レン
ズ２０１ａ、光軸に沿って移動することで変倍動作を行うバリエーターレンズ群２０１ｂ
、固定されたアフォーカルレンズ２０１ｃ、および光軸に沿って移動することで変倍時の
焦点面維持と焦点合わせを行うフォーシングレンズ群２０１ｄからなる。
【０００５】
ガイドバー２０３，２０４ａ，２０４ｂは光軸２０５と平行に配置され、移動するレンズ
群の案内および回り止めを行う。ＤＣモーター２０６はバリエーターレンズ群２０１ｂを
移動させる駆動源となる。
【０００６】
前玉レンズ２０１ａは前玉鏡筒２０２に保持され、バリエーターレンズ群２０１ｂはＶ移
動環２１１に保持されている。また、アフォーカルレンズ２０１ｃは中間枠２１５に、フ
ォーカシングレンズ群２０１ｄはＲＲ移動環２１４に保持されている。
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【０００７】
前玉鏡筒２０２は、後部鏡筒２１６に位置決め固定されており、両鏡筒２０２，２１６に
よってガイドバー２０３が位置決め支持されているとともに、ガイドスクリュウ軸２０８
が回転可能に支持されている。このガイドスクリュウ軸２０８は、ＤＣモータ２０６の出
力軸２０６ａの回転がギア列２０７を介して伝達されることにより回転駆動される。
【０００８】
バリエーターレンズ群２０１ｂを保持するＶ移動環２１１は、押圧ばね２０９とこの押圧
ばね２０９の力でガイドスクリュウ軸２０８に形成されたスクリュー溝２０８ａに係合す
るボール２１０とを有しており、ＤＣモータ２０６によってガイドスクリュー軸２０８が
回転駆動されることにより、ガイドバー２０３にガイドおよび回転規制されながら光軸方
向に進退移動する。
【０００９】
後部鏡筒２１６とこの後部鏡筒２１６に位置決めされた中間枠２１５にはガイドバー２０
４ａ，２０４ｂが嵌合支持されている。ＲＲ移動環２１４は、これらガイドバー２０４ａ
，２０４ｂによってガイドおよび回転規制されながら光軸方向に進退可能である。
【００１０】
フォーカシングレンズ群２０１ｄを保持するＲＲ移動環２１４には、ガイドバー２０４ａ
，２０４ｂにスライド可能に嵌合するスリーブ部が形成されており、またラック２１３が
光軸方向についてＲＲ移動環２１４と一体的となるように組み付けられている。
【００１１】
ステッピングモーター２１２は、その出力軸に一体形成されたリードスクリュー２１２ａ
を回転駆動する。リードスクリュー２１２ａにはＲＲ移動環２１４に組み付けられたラッ
ク２１３が係合しており、リードスクリュー２１２ａが回転することによって、ＲＲ移動
環２１４がガイドバー２０４ａ，２０４ｂによりガイドされながら光軸方向に移動する。
【００１２】
なお、バリエーターレンズ群の駆動源としては、フォーカシングレンズ群の駆動源と同様
にステッピングモータを用いてもよい。
【００１３】
そして、前玉鏡筒２０２、中間枠２１５および後部鏡筒２１６により、レンズ等を略密閉
収容するレンズ鏡筒本体が形成される。
【００１４】
また、このようなステッピングモータを用いてレンズ群保持枠を移動させる場合には、フ
ォトインタラプタ等を用いて保持枠が光軸方向の１つの基準位置に位置することを検出し
た後に、ステッピングモータに与える駆動パルスの数を連続的にカウントすることにより
、保持枠の絶対位置を検出する。
【００１５】
図１２には、従来の撮像装置におけるカメラ本体の電気的構成を示している。この図にお
いて、図１１にて説明したレンズ鏡筒の構成要素については、図１１と同符号を付す。
【００１６】
２２１はＣＣＤ等の固体撮像素子、２２２はバリエーターレンズ群２０１ｂの駆動機構で
あり、モータ２０６（又はステッピングモータ）、ギア列２０７およびガイドスクリュー
軸２０８等を含む。
【００１７】
２２３はフォーカシングレンズ群２０１ｄの駆動機構であり、ステッピングモータ２１２
、リードスクリュー軸２１２ａおよびラック２１３等を含む。
【００１８】
２２４はバリエーターレンズ群２０１ｂとアフォーカルレンズ２０１ｃとの間に配置され
た絞り装置２３５の駆動機構である。
【００１９】
２２５はズームエンコーダー、２２７はフォーカスエンコーダーである。これらのエンコ
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ーダーはそれぞれ、バリエーターレンズ群２０１ｂおよびフォーカシングレンズ群２０１
ｄの光軸方向の絶対位置を検出する。なお、図１１に示すようにバリエーター駆動源とし
てＤＣモータを用いる場合には、ボリューム等の絶対位置エンコーダーを用いたり、磁気
式のものを用いたりする。
【００２０】
また、駆動源としてステッピングモーターを用いる場合には、前述したような基準位置に
保持枠を配置してから、ステッピングモータに入力する動作パルス数を連続してカウント
する方法を用いるのが一般的である。
【００２１】
２２６は絞りエンコーダーであり、モータ等の絞り駆動源２２４の内部にホール素子を配
置し、ローターとステーターの回転位置関係を検出する方式のものなどが用いられる。
【００２２】
２３２は本カメラの制御を司るＣＰＵである。２２８はカメラ信号処理回路であり、固体
撮像素子２２１の出力に対して所定の増幅やガンマ補正などを施す。これらの所定の処理
を受けた映像信号のコントラスト信号は、ＡＥゲート２２９およびＡＦゲート２３０を通
過する。即ち、露出決定およびピント合わせのために最適な信号の取り出し範囲が全画面
内のうちこのゲートで設定される。このゲートの大きさは可変であったり、複数設けられ
たりする場合がある。
【００２３】
２３１はＡＦ（オートフォーカス）のためのＡＦ信号を処理するＡＦ信号処理回路であり
、映像信号の高周波成分に関する１つもしくは複数の出力を生成する。２３３はズームス
イッチ、２３４はズームトラッキングメモリである。ズームトラッキングメモリ２３４は
、変倍に際して被写体距離とバリエーターレンズ位置に応じてセットすべきフォーカシン
グレンズ位置の情報を記憶する。なお、ズームトラッキングメモリとしてＣＰＵ２３２内
のメモリを使用してもよい。
【００２４】
例えば、撮影者によりズームスイッチ２３３が操作されると、ＣＰＵ２３２は、ズームト
ラッキングメモリ２３４の情報をもとに算出したバリエーターレンズとフォーカシングレ
ンズの所定の位置関係が保たれるように、ズームエンコーダー２２５の検出結果となる現
在のバリエーターレンズの光軸方向の絶対位置と算出されたバリエーターレンズのセット
すべき位置、およびフォーカスエンコーダー２２７の検出結果となる現在のフォーカスレ
ンズの光軸方向の絶対位置と算出されたフォーカスレンズのセットすべき位置がそれぞれ
一致するように、ズーム駆動機構２２２とフォーカスシング駆動機構２２３を駆動制御す
る。
【００２５】
また、オートフォーカス動作ではＡＦ信号処理回路２３１の出力がピークを示すように、
ＣＰＵ２３２は、フォーカシング駆動機構２２３を駆動制御する。
【００２６】
さらに、適正露出を得るために、ＣＰＵ２３２は、ＡＥゲート２２９を通過したＹ信号の
出力の平均値を所定値として、絞りエンコーダー２２６の出力がこの所定値となるように
絞り駆動機構２２４を駆動制御して、開口径をコントロールする。
【００２７】
このように、従来のレンズ鏡筒は、被写体側から順に、固定の凸レンズ群を保持する固定
鏡筒、可動の凹レンズ群を保持する可動レンズ保持部材、固定の凸レンズ群を保持する中
間固定レンズ保持部材、可動の凸レンズ群を保持する可動レンズ保持部材および結像面側
最終端に配置されるＣＣＤを保持する後部鏡筒により構成されており、固定鏡筒、中間固
定レンズ保持部材および後部鏡筒、または固定鏡筒および後部鏡筒により略密閉された構
成をとる、積み上げ型の鏡筒構造となっている。
【００２８】
ところが、近年撮影レンズには小型化、小径化が求められており、特に固定鏡筒の外径を



(5) JP 4387509 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

小さくしようとすると、鏡筒の内壁面の反射光が結像面まで達する内壁反射ゴーストが発
生してしまう、このため、固定鏡筒の内壁には遮光線等の遮光手段を施す必要があるが、
従来の積み上げ型の鏡筒構造では固定鏡筒の内壁に遮光線を施そうとすると、金型上、ア
ンダーカット形状となり、内径側に遮光線部を一旦スライドさせて成型を行うといった非
常に複雑な金型構成となっていた。このため、金型コストが高くなったり、金型の寿命が
短くなったりするという問題が生じる。さらに、比較的大きな内径の鏡筒にしか対応でき
ないため、小型化を狙った固定鏡筒には対応できないという問題もある。
【００２９】
このため、容易に遮光線形状が成型可能な、１側面を開口面としてその開口面より移動レ
ンズ群を組み込んで蓋部材により密閉するといった、所謂モナカ鏡筒等が提案されている
。その構成を図９に示す。
【００３０】
図９において、光学配置は上記積み上げ型の鏡筒と同じであり、鏡筒構造は、被写体側か
ら順に、固定の凸レンズ群を保持する固定鏡筒１０２、可動の凹レンズ群を保持するＶ移
動環１０８、固定の凸レンズ群を保持する中間枠１１２、可動の凸レンズ群を保持するＲ
Ｒ移動環１０９、ＣＣＤを保持する後部鏡筒１０７からなる。
【００３１】
Ｖ移動環１０８およびＲＲ移動環１０９は共通な２本のガイドバー１０６ａ，１０６ｂに
より光軸方向に移動可能に保持されており、Ｖ移動環１０８、中間枠１１２およびＲＲ移
動環１０９は光学的な倒れを防止するために所要の長さを有したスリーブ部１０８ａ，１
１２ａ，１０９ａにてガイドバー１０６ａ，１０６ｂに嵌合している。なお、スリーブ長
が長い程、Ｖ移動環１０８、中間枠１１２およびＲＲ移動環１０９の光学的な倒れは小さ
くなる。
【００３２】
そして、固定群である中間枠１１２は、スリーブ部１１２ａから突出した１個所の係合部
１１２ｃを固定鏡筒１０２に係合させることにより、光軸方向の位置決めがなされている
。また、Ｖ移動環１０８、中間枠１１２およびＲＲ移動環１０９のＵ溝部１０８ｂ，１１
２ｂ，１０９ｂは、スリーブ部１０８ａ，１１２ａ，１０９ａが嵌合するガイドバーとは
異なるガイドバーに係合して、Ｖ移動環１０８、中間枠１１２およびＲＲ移動環１０９の
スリーブ部１０８ａ，１１２ａ，１０９ａを中心とする回転を阻止している。
【００３３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のモナカ鏡筒構造では、２本のガイドバー１０６ａ，１０６ｂに３つ
のスリーブ部１０８ａ，１１２ａ，１０９ａを嵌合させるため、必ず一方のガイドバー１
０６ａに２つのスリーブ部１０８ａ，１１２ａが嵌合することになる。このため、スリー
ブ部１０８ａ，１１２ａの双方に対して所望のスリーブ長を確保することが難しく、Ｖ移
動環１０８又は中間枠１１２の光学的な倒れを十分に防止することができずに、像性能の
劣化を招くという問題がある。
【００３４】
また、中間枠１１２は光軸方向の位置決めをスリーブ部１１２ａの近傍に形成した係合部
１１２ｃの１個所を固定鏡筒１０２に係合させることで行っているため、スリーブ部１１
２ａとガイドバー１０６ａとの嵌合ガタにより発生する光学的な倒れは、レンズ鏡筒の姿
勢によってその方向が変化してしまう。
【００３５】
なお、ガイドバー１０６ａとスリーブ部１１２ａとを圧入設定とすることで、姿勢差によ
る倒れ方向の変化を軽減することも可能であるが、組立て作業性が悪化するという問題が
発生する。
【００３６】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するため、本願発明では、鏡筒本体に対して光軸方向に移動可能な可動
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レンズ保持部材と、鏡筒本体に取り付けられ、可動レンズ保持部材を光軸方向に移動ガイ
ドするガイド部材と、このガイド部材に嵌合して光軸直交方向について位置決めされると
ともに、鏡筒本体と光軸方向において係合する係合部を有する固定レンズ保持部材とを備
えたレンズ鏡筒において、上記係合部を、少なくとも固定レンズ保持部材における周方向
３箇所に設けている。
【００３７】
具体的には、上記少なくとも３箇所の係合部として、固定レンズ保持部材の鏡筒本体に対
する光軸方向の位置決めを行う第１の係合部と、この第１の係合部を中心とした固定レン
ズ保持部材の光軸方向への倒れ移動を阻止する第２の係合部と、これら第１および第２の
係合部を中心とした固定レンズ保持部材の光軸方向への倒れを阻止する第３の係合部とを
含むようにする。
【００３８】
より具体的には、第２の係合部を、第１の係合部に対して光路を挟んだ略反対側の位置に
設け、第３の係合部を、第１および第２の係合部を結んだ光軸直交方向線に略直交する線
上の位置に設ける。
【００３９】
これにより、従来のように、固定レンズ保持部材に、ガイド部材にある程度の光軸方向長
をもって嵌合して光軸方向への倒れ移動を阻止するスリーブ嵌合部を設けなくても、また
組立性の悪化につながる圧入等の方法を用いなくても、固定レンズ保持部材の倒れ移動を
確実に阻止することが可能となる。したがって、固定レンズ保持部材の光軸方向両側に可
動レンズ保持部材が配置されている場合でも、これら可動レンズ保持部材に十分なスリー
ブ長を有するスリーブ嵌合部を設けることができ、結果としてレンズ鏡筒全体として光学
性能を向上させることが可能となる。
【００４０】
なお、以上のような構成を小型のレンズ鏡筒に採用する場合において、特に固定レンズ保
持部材の光軸方向の倒れを阻止する係合部（第２および第３の係合部）について光軸から
の距離が十分に確保できないと、これら係合部の製造誤差が固定レンズ保持部材の倒れに
与える影響が大きくなり、求める光学性能を保証することが難しくなる。この結果、レン
ズ鏡筒毎に、固定レンズ保持部材の倒れ補正のための調整作業を行う必要が生じる。
【００４１】
このため、固定レンズ保持部材に設ける係合部を、この固定レンズ保持部材から光軸直交
方向に延出形成したかたちとし、これら係合部と光軸との距離をできるだけ大きくするこ
とによって、係合部の製造誤差が倒れに与える影響を小さく抑え、容易に光学性能を保証
できるようにすることが望ましい。
【００４２】
【発明の実施の形態】
図１および図２には、本発明の実施形態であるズームレンズ鏡筒の全体構成を示している
。なお、図１は、光軸直交方向のうちＸ方向から見たときの断面図、図２はＹ方向から見
たときの断面図である。また、本実施形態のレンズ鏡筒は、ビデオカメラ、スチルカメラ
のような撮像装置その他の光学機器に用いられる。
【００４３】
これらの図において、１は前玉レンズ群、２はバリエーターレンズ群、３は固定のアフォ
ーカルレンズ群、４はフォーカシングレンズ群を示す。
【００４４】
　５は前玉レンズ群１を保持する前玉鏡筒である。この前玉鏡筒５は、図３に示すように
、上方向および結像面方向に開口しているとともに、左右側面および下面として結像面方
向に延長された面を有している。
【００４５】
前玉鏡筒５の内壁下面には、梨地加工により遮光線５ａが形成されており、内面反射によ
る有害な反射ゴーストを防止している。この遮光線５ａは、金型の成形上、図３における
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上方向の型スライドにて成形される。このため、前玉鏡筒５の内壁形状は、寸法精度を必
要とされる部分の全てが上方向への型スライドで形成できる形状とする必要がある。つま
り、精度をあまり必要としない固定ビスの下穴５ｂ等は、スライド内スライド等の成形方
法で形成してよいが、結像面方向を向いた、後述するガイドバー６ａ，６ｂの基準穴はこ
の方法では形成できない。
【００４６】
仮にスライド内スライドの成形方法を用いて基準穴を形成した場合には、成型バラツキが
大きすぎて所望の光学性能が保証できない。
【００４７】
このため、本実施形態においては、図４に示すように、前玉鏡筒５に左右方向への型スラ
イドによって上・下方向および左右内側方向の３方向を規制した基準溝５ｃ，５ｄを形成
し、さらに上方向の型スライドによって左右外側方向を規制する基準リブ５ｅ，５ｆを形
成することによって、ガイドバー６ａ，６ｂの外径の４点に精度良く嵌合する基準穴５ｇ
，５ｈを形成している。
【００４８】
７は後部鏡筒であり、ローパスフィルター保持部７ｂとＣＣＤ保持部７ｃとを有する。こ
の後部鏡筒７は、図５に示すように、左右方向および光軸被写体方向に開口しているとと
もに、前玉鏡筒５との当接基準面７ａを支持する、光軸被写体方向に延長された上側曲面
を有している。
【００４９】
本実施形態では、後部鏡筒７の内壁には遮光手段を施していないため、金型のスライドの
構成は、図５に矢印にて示すように、前・後方向と左・右方向の４方向スライドにて構成
される。このため、ガイドバー６ａ，６ｂを位置決め保持する基準穴７ｄ，７ｅは、前方
向スライド型により容易に精度良く形成でき、その形状も、図６に示すように円形に形成
できる。
【００５０】
なお、後部鏡筒の内壁に遮光手段を施す場合には、前玉鏡筒５のように、左右方向スライ
ド型によって精度良く基準穴を形成することが可能である。
【００５１】
ガイドバー６ａ，６ｂは、上記のように形成された前玉鏡筒５の基準穴５ｇ，５ｈおよび
後部鏡筒７の基準穴７ｄ，７ｅに嵌合して、光路を挟んだ互いに略反対側の位置に位置決
め保持される。
【００５２】
バリエーターレンズ群２を保持するＶ移動環８は、後述する中間枠１２の側に延出形成さ
れたスリーブ部８ａにてガイドバー６ａに嵌合している。スリーブ部８ａの長さを十分長
く設定することにより、Ｖ移動環８（バリエーターレンズ群２）の光軸方向に対する傾き
（倒れ）を阻止することができる。また、Ｖ移動環８におけるスリーブ部８ａに対して光
路を挟んだ略反対側の位置に形成されたＵ溝部８ｂは、ガイドバー６ｂに係合し、Ｖ移動
環８のガイドバー６ａを中心とする回転を阻止している。これらスリーブ部８ａおよびＵ
溝部８ｂのガイドバー６ａ，６ｂとの嵌合又は係合により、Ｖ移動環８（バリエーターレ
ンズ群２）の光軸の位置出しを行うことができる。
【００５３】
また、Ｖ移動環８には、不図示のラックが光軸方向にガタなく、光軸直交方向に回動可能
に取り付けられており、図７に示すように、ＰＺモータ１０のスクリュウ軸１０ａに噛み
合っている。このため、ＰＺモータ１０が作動してスクリュウ軸１０ａが回転すると、ス
クリュウ軸１０ａとラックとの噛み合い作用によってＶ移動環８は光軸方向に進退移動す
る。
【００５４】
　フォーカシングレンズ群４を保持するＲＲ移動環９は、後述する中間枠１２の側に延出
形成されたスリーブ部９ａにてガイドバー６ｂに嵌合している。スリーブ部９ａの長さを
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十分長く設定することにより、ＲＲ移動環９（フォーカシングレンズ群４）の光軸方向に
対する傾き（倒れ）を阻止することができる。また、ＲＲ移動環９におけるスリーブ部９
ａに対して光路を挟んだ略反対側の位置に形成されたＵ溝部９ｂは、ガイドバー６ａに係
合し、ＲＲ移動環９のガイドバー６ｂを中心とする回転を阻止している。これらスリーブ
部９ａおよびＵ溝部９ｂのガイドバー６ｂ，６ａとの嵌合又は係合により、ＲＲ移動環９
（フォーカシングレンズ群４）の光軸の位置出しを行うことができる。
【００５５】
また、ＲＲ移動環９には、不図示のラックが光軸方向にガタなく、光軸直交方向に回動可
能に取り付けられており、図７に示すように、ＡＦモータ１１のスクリュウ軸１１ａに噛
み合っている。このため、ＡＦモータ１１が作動してスクリュウ軸１１ａが回転すると、
スクリュウ軸１１ａとラックとの噛み合い作用によってＲＲ移動環９は光軸方向に進退移
動する。
【００５６】
固定のアフォーカルレンズ群３を保持し、Ｖ移動環８およびＲＲ移動環９の間に配置され
た中間枠１２には、図８にも示すように、基準位置決め穴１２ａおよび振れ止め長穴１２
ｂが互いに光路を挟んだ略反対側にそれぞれ形成されている。基準位置決め穴１２ａはガ
イドバー６ａに嵌合し、振れ止め長穴１２ｂはガイドバー６ｂに係合している。これによ
り、中間枠１２（アフォーカルレンズ群３）の光軸直交方向の位置決め、すなわち光軸出
しを行うことができる。
【００５７】
　ここで、Ｖ移動環８およびＲＲ移動環９は、スリーブ部８ａ，９ａの光軸方向長さ（ス
リーブ長）を長く設定することで倒れが阻止されているが、このために中間枠１２のガイ
ドバー６ａに対する嵌合長さを長く設定することは困難である。このため、本実施形態で
は、中間枠１２に、前玉鏡筒５との係合部を周方向３箇所に設けることにより、中間枠１
２（アフォーカルレンズ群３）の倒れを阻止している。
【００５８】
１２ｃ，１２ｄ，１２ｅは中間枠１２に設けられた係合部である。係合部１２ｃは、基準
位置決め穴１２ａの近傍（基準位置決め穴１２ａよりも光軸直交方向外方）に延出形成さ
れ、前玉鏡筒５に形成された係止溝部５ｉに光軸方向において係合し、係合部１２ｃに対
して光路を挟んだ略反対側の位置であって、振れ止め長穴１２ｂの近傍（振れ止め長穴１
２ｂよりも光軸直交方向外方）に延出形成された係合部１２ｄは、前玉鏡筒５に形成され
た係止溝部５ｊに光軸方向において係合する。さらに、係合部１２ｃと係合部１２ｄを結
ぶ光軸直交方向線に略直交する線上に延出形成された係合部１２ｅは、前玉鏡筒５に形成
された係止長穴部５ｋに光軸方向において係合する。
【００５９】
　このような構成において、係合部１２ｃもしくは係合部１２ｄが係止溝部５ｉもしくは
係止溝部５ｊに係合することにより、中間枠１２の前玉鏡筒５に対する光軸方向位置決め
を行う。そして、反対側の係合部１２ｄもしくは係合部１２ｃが係止溝部５ｊもしくは係
止溝部５ｉに係合することで、上記位置決めの係合部を中心とする中間枠１２の倒れ（図
８に示すＸ軸方向の倒れ）を阻止する。さらに、係合部１２ｅが係止長穴部５ｋに係合す
ることで、係合部１２ｃおよび係合部１２ｄを中心とする中間枠１２の倒れ（図８に示す
Ｙ軸方向の倒れ）を阻止する。なお、これら係合部１２ｃ，１２ｄ，１２ｅと係止溝部５
ｉ，５ｊ又は係止長穴部５ｋとの係合は、組立性を悪化させない範囲で軽い圧入設定とし
てもよい。
【００６０】
以上説明したように、本実施形態によれば、中間枠１２に、ガイドバー６ａにある程度の
光軸方向長をもって嵌合して光軸方向への倒れ移動を阻止するスリーブ嵌合部を設けなく
ても、また組立性の悪化につながる圧入等の方法を用いなくても、中間枠１２の倒れを確
実に阻止することができる。したがって、中間枠１２の光軸方向両側に配置されたＶ移動
環８およびＲＲ移動環９には、十分なスリーブ長を有するスリーブ部８ａ，９ａを設ける
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ことができる。これにより、レンズ鏡筒全体として光学性能を向上させることができる。
【００６１】
しかも、本実施形態では、中間枠１２の係合部１２ｃ，１２ｄ，１２ｅをそれぞれ、中間
枠１２におけるアフォーカルレンズ群３の保持部から光軸直交方向に延出形成しているの
で、これら係合部１２ｃ，１２ｄ，１２ｅと光軸との距離を大きくとることができる。し
たがって、レンズ鏡筒が小型（小径）である場合でも、係合部１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ（
又は係止溝部５ｉ，５ｊや係止長穴部５ｋ）に製造誤差による精度のばらつきがあったと
しても、これが中間枠１２の倒れに与える影響を小さく抑えることができ、極端に高精度
の製造方法を用いなくても容易にレンズ鏡筒の光学性能を保証することができる。
【００６２】
次に、以上のように構成されるレンズ鏡筒の組み立て手順例について説明する。まず、２
本のガイドバー６ａ，６ｂにＶ移動環８、中間枠１２およびＲＲ移動環９を貫通保持させ
る。そして、このユニットを、中間枠１２の係合部１２ｃ，１２ｄ，１２ｅをそれぞれ前
玉鏡筒５の係止溝部５ｉ，５ｊや係止長穴部５ｋに光軸直交方向から係合させながら前玉
鏡筒５内に挿入し、その後ガイドバー６ａ，６ｂを、前玉鏡筒５の基準穴５ｇ，５ｈに光
軸方向から所要の嵌合長分スライドさせて嵌合させ、さらに後部鏡筒７を光軸方向より組
み込んで前玉鏡筒５に固定する。これにより、略密閉された内部空間を有するレンズ鏡筒
本体が完成する、その後、ＰＺモータ１０、ＡＦモータ１１およびＩＧメータ（アイリス
）１３を光軸直交方向から組み込んで、レンズ鏡筒として完成される。
【００６３】
なお、他の組立方法として、後部鏡筒７にガイドバー６ａ，６ｂを光軸方向から組み込ん
でおき、その後ガイドバー６ａ，６ｂにＲＲ移動環９、中間枠１２およびＶ移動環８を順
次嵌合又は係合させ、このユニットを前玉鏡筒５に対して光軸直交方向から中間枠１２が
正規位置になるまで落とし込むとともにガイドバー６ａ，６ｂを前玉鏡筒５の基準穴５ｇ
，５ｈに嵌合させ、その後、ＰＺモータ１０、ＡＦモータ１１およびＩＧメータ１３を組
み込むようにしてもよい。
【００６４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ガイド部材によって光軸方向位置決めがなされる
固定レンズ保持部材に、鏡筒本体と光軸方向において係合する係合部を周方向３箇所に設
けているので、従来のように固定レンズ保持部材に、ガイド部材にある程度の光軸方向長
をもって嵌合して光軸方向への倒れ移動を阻止するスリーブ嵌合部を設けなくても、また
組立性の悪化につながる圧入等の方法を用いなくても、固定レンズ保持部材の倒れ移動を
確実に阻止することができる。
【００６５】
したがって、固定レンズ保持部材の光軸方向両側に可動レンズ保持部材が配置されている
場合でも、これら可動レンズ保持部材に十分なスリーブ長を有するスリーブ嵌合部を設け
ることができ、結果としてレンズ鏡筒全体として光学性能を向上させることができる。
【００６６】
しかも、固定レンズ保持部材に設ける係合部を、この固定レンズ保持部材から光軸直交方
向に延出形成したかたちとすれば、これら係合部と光軸との距離を大きくすることができ
、小径のレンズ鏡筒においても、係合部の製造誤差が倒れに与える影響を小さく抑えるこ
とができ、容易に光学性能を保証することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態であるズームレンズ鏡筒の縦断面図。
【図２】上記ズームレンズ鏡筒の横断面図。
【図３】上記ズームレンズ鏡筒を構成する前玉鏡筒の金型スライド構成図。
【図４】上記前玉鏡筒の後視図。
【図５】上記ズームレンズ鏡筒を構成する後部鏡筒の金型スライド構成図。
【図６】上記後部鏡筒の正面図。
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【図７】上記ズームレンズ鏡筒の分解斜視図。
【図８】上記ズームレンズ鏡筒を構成する中間枠と前玉鏡筒との係合状態を表わす図。
【図９】従来のモナカ鏡筒の横断面図。
【図１０】従来のモナカ鏡筒における中間枠と前玉鏡筒の係合状態を表わす図。
【図１１】従来の一般的な４群構成ズームレンズの鏡筒構造を示す図。
【図１２】従来の撮像装置におけるカメラ本体の電気的構成を示すブロック図。
【符号の説明】
１・・前玉レンズ群
２・・バリエーターレンズ群
３・・アフォーカルレンズ群
４・・フォーカシングレンズ群
５・・前玉鏡筒
５ａ・・遮光線
５ｇ，５ｈ・・基準穴
５ｉ，５ｊ・・係止溝部
５ｋ・・係止長穴部
６ａ，６ｂ・・ガイドバー
７・・後部鏡筒
７ｂ・・ローパスフィルター保持部
７ｃ・・ＣＣＤ保持部
７ｄ，７ｅ・・基準穴
８・・Ｖ移動環
８ａ・・スリーブ部
８ｂ・・Ｕ溝部
９・・ＲＲ移動環
９ａ・・スリーブ部
９ｂ・・Ｕ溝部
１０・・ＰＺモータ
１０ａ・・スクリュウ軸
１１・・ＡＦモータ
１１ａ・・スクリュウ軸
１２・・中間枠
１２ａ・・基準位置決め穴
１２ｂ・・振れ止め長穴
１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ・・係合部
１３・・アイリス
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【図８】 【図９】
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